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1242.

4)Sogawa,K.,Y.TchiharaandK.Takahashi
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ormembrane･boundneutralproteinaseactivi･
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andsmallintestine.J.Biochem.,90,1243･

1248.

5)sogawa,K.,Y.Ichihara,K.Takal1aShi,Y.

Fujii-KuriyamaandM.Muramatsu(1981):

MolecularclonlngOfcomplementaryDNAto

swinepepsinogen.J.Biol.Chem.,256,12561-
12565.

6)Ichihara,Y.,K.SogawaandK.Takahashi

(1982):Occu汀enCeandsomepropertiesor

membrane･bound neutralproteinaseinthe

microsomalfractionorratskeletalmuscle.

J.Biochem.,91,87･95.

7)Nakamura,S.,N.Nakayama,K.Takahashiand

Y Kaziro(1982):PrimarystnlCtureOrthe

polypeptidechainelongationfactorTufrom

E.con日.̂ minoacidsequenceoffragmentB.

J.Biochem.,91,1047･1063.

8)Malta,T.,G.Matsuda,0.TakenakaandK.

Takahashi(1981):TheprimarystnlCtureOf

adulthemoglobinofmuskshrew (SLLnCZLS

mlLrL'nus).lIoppe-Seyler'sZ.Physiol.Chem.,

362,1465-1474.

9)Ueda,S.,0.TakenakaandK.Omoto(1981):

Studiesontheelectrophoreticvariationof

solubleglutamic-oxaloacetictransaminase(S-

GOT)innon･humanprimates.∫.Anthropol.

Soc.Nippon,89,55-62.

10)Takenaka,A.and0.Takenaka(1982):

PostnatalchangesinthebloodofJapanese

monkeys(htacaca/usca(a): I.Tmmuno･

globulinsIgG,IgMandTgA.Primates,23.

298-302.

ll)Kageyama,T.,S.Y.TakahashiandK.Taka-

hashi(1981): OccumnCeOrthiolpro-

teinasesintheeggsofthesilkworm,Bombyx

mon'.J.Biochem.,90,665･671.

12)-瀬雅夫･三木一正 ･降仇千恵･景山節 ･丹

羽詑文 ･岡博･織m敏次 ･松払窮次郎 ･TT;柄伽

的 (1981) :ヒト血的GroupⅡペプシノーゲン

(PGII)のradioimmunoassay.日本刑化岩話

柄学会雑誌.78.2275-2284｡

学 会 発 表

1)十川和博･Tri原腔和 ･㍍紹鮎治 ･臓非鵡明 ･

村松正夫 (1981) :ヒトペプシノーゲンiB伝子

の!拝離とその構造.苅54回日本生化学会大会.

仙台｡

2)浅岡一雄 ･高橋健治 (1981) :脳組織におけ

るグルタチオンS-トランスフェラーゼの性l粘
第54回日本生化学会大会.仙台｡

3)市原虞和･十川和博 ･馬橋健治 (1981) :プ

レペプシノーゲンのシグナルWLL列の一次的出に

ついて.郡54回日本生化学会大会.仙台｡

4)長砧川17･･中山伸一 ･㍍橋伽治 ･森山昭彦 ･
柄松朋子 ･沈辺徳子 ･吉田政事 ･Ei野正松

(1981):スピンラベル法によるPcpsinおよび

RAPの活性部位近傍のミクロ環境解析｡節43回

日本化学会春季大会,東京｡

5)竹中 修 ･EdyBrotoisworo･渡辺邦夫

(1982):セレベスマカクの分布と柾問差｡邦

26回プリマーテス研究会｡

6)竹【fl晃子 ･竹【f) 修 ･大内めぐみ･前桁健治

(1982):ニホンザルの胎児型ヘモグロビンr

鎖のアミノ恨配列｡邦26回プリマーチス研究会｡

7)37(LLJm ･拓橋伽治 (1981):ペプシノーゲ

ンの活性化ペプチドの一次椛逝とその遊離機序｡

第32回.タンパク田川造討論会.仙台0

8)景山 節 ･高橋郎治 (1981) :ニホンザルペ

プシノ-ゲンの活性化械梢｡邦54回日本生化学

会大会,仙台｡

系統研究部門

江原昭善 ･野上裕生

相見蒲 ･瀬戸口烈司

霊長類の系統研究を遂行するにあたって,いろ

んなアプローチが可能であるが,まず最初に手が

けるべきもっとも重要なことは,研究対象になる

資料の収集 ･標本作製･整理である｡

このような理由から,当研究部門では.一方で

は南米 ･東南アジア ･アフリカなどの海外調益を
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通じて,化石の原資料や現生霊長頬の骨格やレプ

リカ標本などの収集に努め,また｢方では,所内

で現生詔長類の形態資料完備に努め.資料委員会

との協力のもとに.かなり充実してきた｡これら

のFl料は.霊長煩各種の系統的位置の決定はもち

ろん 各形質の系統関係分析にも不可欠のもので

ある｡

以上のはかに.当研究部門では東海地方のファ

ウナを明らかにするため,獣骨の収集にも目を向

けている｡というのは,当地方には数多くの先史

追跡があり.鳥獣骨の伴出も多いoしかし,それ

らの同淀のための資料がきわめて不完全で,他機

rMへの期待もかなわない｡したがって,当部門で

は機会あるごとに,これら鳥獣骨の収集に努め,

いまではかなりの同定ができるまでになった｡

研 究 概 要

1)㌶技Wl各分蛸群の比較形態学的研究

江原昭吾

1. ヒトおよび正長規の下顎骨の機能的･形態

学的研究

2. ヒトおよび韮艮規各分校群における頭蓋底

郎の形態とPostureの関連

2)ケニアおよびエチオビヤにおける化石霊長頓

および化石入校の研究

3)火粘地方先史追跡出土人骨 ･動物骨の研究

1.1Li土人骨 江原昭善 ･松本真･木下実

2.動物骨 相見満･江原昭善

4)スマトラにおける霊長煩の形態学的研究
相見満 ･AmsirBakar

江原昭善

5)政組織の形態学的研究 野上裕生

6)スマトラにおける節四紀地史研究

野上裕生

7) ジャバ島における第四紀哨乳頬の研究

相見 満

8)第三紀食虫頓 ･原猿および有袋頓の研究

瀬戸口烈司

1.南米出土化石について

2.南北アメリカ大陸とヨーロッパ大陸出土の

節三紀食虫規化石の対比

総 脱

1)江原昭善 (1981):化石人頬の言語｡大修館

｢言語｣vol.ll,No.1.

2)瀬戸口烈司 (1981):古生物学からみたヒト

臼歯の特性- トリポスフェニック型臼歯の再

編成過程を中心にして- 幽界展望vol.58,

Nos.1,2,3｡

3)江原昭善 (1982):顔面 ･顎頭蓋の基本構造

とその適応的意義.成長vol.20,Na2,3.4

合併号:185-1900

4)瀬戸口烈司 (1982):ホエザルの祖先の中新

世のスタートニアに性的二型は認められるか｡

季刊入校学,13:3-27.

論 文

1)Aimi,M.(1981):FossilMacacanemestn'na

(Linnaeus,1766)fromJava,Indonesia.Pri-

mates,Vol.22,No.3..409413.

2)相見満 (1981):ヤチネズミ類の分Arl｡輔乳

類科学,42号:21-25｡

3)Nogami,Y.(1981):EnamelPrismorMam･

malianTooth,京大紀要,地鑑編,47巻,2号

報 告

1)江原昭善･木下実 (1982):岡崎市fi.福寺火

谷迫跡出土の人骨について｡

岡崎市教育委員会報告<if

2)江原昭善･木下実 (1982):愛知県朝日氾跡

出土の人骨について｡

3)江原昭善･木下実 (1982):愛知県知多市細

見退跡出土人骨について｡

4)prel血inaryReportontheSrratigraphical,
palaeoprimatological and PrehistoriCal Re-

searchalongtheAwashRiver,1980.Studies

onLivingandFossilPrimatesinAfrica,1981.

Grant-inAidforScientificResearchReports

by Grants-in-Aid for Overseas Scientific

SuⅣey.

学 会 発 表

1)瀬戸口烈司 ･茂原信生 (1982) :中新生のス

タートニア (ホエザルの祖先)に性的二型は認

められるか｡第26回プリマーテス研究会｡

2)瀬戸口烈司 (1982):スタートニア- ホエ

ザルの系列の臼歯の形態と機能の特性｡邦26回

プリマーテス研究会｡
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